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四柳 ('53) はν ャジクモ類の細胞から遊離した原形質滴中に，正多角形を呈するものがあることを
はじめて観察し，これらが回転運動をすることを指摘した。その後 Jarosch ('56) は同じく ν ャジグ
モ類の遊離原形質滴中に，出没・変幻自在な“動く原形質繊維"を観察し，その性質・行動を詳細に









ープまたは多角形となり活発に運動する。それらは und1l1a tion- , rota tion- および両者の mixed­
type に大別される。細胞質頼粒を伴わない rotation-type のものについて，繊維は 0.1""""0.2μ の
直経をもつことが推定された。また高速度撮影した映画ブィノレムから，その速度が 60 ，......， 70μ/sec 
(20 0C) に達し， Ni tella の正常な原形質流動速度とよく一致することが知られた。“動く繊維"の









V ャジクモ類の細胞から in vitro に遊離した原形質滴が，しばしば正三角形や正六角形等の幾何
学的形態をとり，しかもそれらの辺と角が波動となって一方向に伝播するという事実が四柳 (1953)
























る o 同様の繊維は別種の材料 (Lamprothamnium) では全く無傷の細胞中にも認められる。これらの
事実から運動性繊維が原形質流動の構造的基礎として極めて重要な意義をもつものであることが明ら
かにされた。
- 54 ー
これら運動性繊維の化学的本性や電子顕微鏡による徴細構造の研究は尚今後に残されているが，上
坪君の研究は，生きた細胞の観察方法に幾多の工夫をこらして，これらの行動や新生過程を光学的接
近法の限界点まで追究したものであってこの研究から得られた新しい現象的知見は，細胞運動の機構
解明に寄与するところが多い。よってこの論文は博士の学位論文として十分の価値あるものと認め
る白
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